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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）

＜連絡事項＞
・1/2開始の定期処方は2週間分の処方ですが、払出は1週間ずつになります。
払出当日は処方箋の複写側（半券）が薬とセットで上がりますが、2週目（翌週）の払出は薬のみとなります。
・モーニングミーティングについて～庶務の清水さんが不在に場合は佐々木AOMか佐藤志

穂SGMが代理で司会をします。冒頭(当日のリーダー名や患者様人数、入退院等)は従来

通り行いますが、各病棟の動静報告は口頭報告となります。感染情報は経過報告の後に

報告して下さい。

・看護師・准看護師従事者届を1/10(木)まで高橋SGMへ提出して下さい。登録番号を総務

に確認する事の無いようにして下さい。
・ノロウィルス対策について、各自マニュアルを熟知しておいて下さい。また面会者には

手指消毒を徹底してもらうように付添スタッフより説明をして下さい。病棟内に用がある際は、私服で来ず、必ずユニフォームを着用してから病棟に入って下さい。

・看護日誌、カンファレンス記録は公的書類です。折れたり、汚れたり、印刷のずれ

　がないようにして下さい。印刷する前に漏れや間違いがないか確認し印刷して下さい。

・田名部Drは12/31(月)はお休みなので、問診は1/7(月)になります。

＜患者様連絡事項＞
・松川　　麗様～12/31(月)9:30～1/2(水)13:00まで外泊希望あり主治医より許可となっています。

本人様より緑内障の為、眼科受診したいとの希望あり主治医より許可となっています。

・居ヶ内　敦子様～12/31(月)9:30～1/2(水)16：00まで外泊希望あり主治医より許可となっています。
・豊川　登美枝様～12/30(日)13:00～18:00まで外出希望あり主治医許可となっています。帰院後当院での夕食を希望されています。周知お願いします。
＜要注目患者様ケース検討＞
・工藤　綾子様～昨日主治医診察の際、大声で退院要求をされ主治医より入院継続の必

要性について説明受けていますが聞き入れる事出来ずにいます。

本日は、退院要求や訴えの多さは見られていません。訴えのあった際は

傾聴し落着いて頂くよう関わりを持ってください。
・浅水　洋様～右足足背部の骨折の際に、負った外傷部位が黒色へ変色し化膿しており、

歩行時苦痛表情見られます。主治医診察し、明日奥寺整形外科受診の指示

受けています。足背部の腫脹、発赤のみではなく、外傷部位の観察も行っ

ていきましょう。

＜作業療法報告＞
・工藤　綾子様～本日の作業は、｢足が痛いから｣と途中退席されています。退院についての要求は聞かれていません。今後も、作業へ取組めるよう訴えを傾聴し関わっていくこととしています。

＜川端Dr診察情報＞
・豊川　登美枝様～外出・泊は、いつでも許可しますとのことです。希望時は、スタッフへ伝えるようにと本人様へ伝え了解されています。1/3退院が近い為問診を行います。
・宮本　建蔵様～北病棟へ転棟する為の症例検討会実施の指示受けています。担当スタッ

フは準備をお願いします。
・阿部　文香様～「失禁についてどうすれば良いのか」との、訴え聞かれています。病棟で検討するよう指示出ています。また、クライシスプランに反映させるようにとの指示も出ています。早急に検討して下さい。
・清川　厚子様～12/31(月) 9:30～1/2(水)18:30まで外泊希望あり主治医より許可となっ

ています。
＜阿部　文香様　症例検討＞
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氏名：阿部　文香様　（女性：26歳）　病名：統合失調症

入院年月日：平成18年6月20日　　　　　　　　　　当院3回目

入院形態：任意入院

退院予定年月日：　未定　　　　　　　退院予定先：青山荘

検討された支援内

容と今後の方針

■本人様の状態を見て落ち着いている時は外出泊訓練を勧めていく

■栄養指導を行う(但し栄養士に任せきりにするのでは無く病棟で行う)

■御家族の理解度の合わせた疾病病室を提供する

■クライシスプランを作成する

抽出された問題点

■7月～10月に比較し11月～12月に掛けコップを投げる行為や怒鳴る行為の頻度が

　上がっているのであれば、外出泊を慎重に検討していく必要がある

■クライシスプランが作成されていない

■食べ物の差し入れ量が多く、母様へ説明するが理解の乏しさがある

■体重が依然60kgをオーバーしている

■プログラム参加時、眠気の強い時と気分が高揚している場面があり集中できずに

いる事がある


